ジョン ヒック ジデン ニミル タ シンコウ ヨウニン ノタメノ シャカイ カツドウ : タゲンテキナ シュウキョウ キョウイク プログラム ノ コウチク by 間瀬  啓允
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合の状態において、キリスト教の立場から 多 信仰 （ ）を容認し、
これを広く社会に認知させ、公教育の現場に反映させることがヒックの任務と
なった。







ジョン ヒック自伝にみる 多 信仰 容認のための社会活動






























































たちは 多 信仰 の指導要領が必要であることと、その必要性は教会その他
の宗教組織の活動を学校へと広げるためではなく、純粋に教育上のニーズによ


















































ジョン ヒック自伝にみる 多 信仰 容認のための社会活動
この騒動の成り行きを、ヒックは日記の中で、こう述懐している。





























































































































（ 神は多くの名前をもつ 間瀬啓允訳、岩波書店、 年、
頁）。
注 を参照。
自伝
